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まえがき

　
   地球温暖化対応や食糧増産に向けた新たな品種の開発には，多様な遺伝的特性を備えた植物遺
伝資源の利用が不可欠です．しかし，近年，遺伝資源に関する原産国の権利が国際的に認められ
たように，途上国を中心に自国の遺伝資源に対する権利意識が高まる傾向にあります．そのため，
幅広い遺伝資源を海外から新たに導入し，育種に利用することが年々難しくなっていると言えま
す．
　そのため，農研機構では従来の「農業生物資源ジーンバンク事業」に加えて，平成 26 年度か
ら農林水産省委託プロジェクト「気候変動対応と国内農業競争力強化のため海外植物遺伝資源の
特性解明」を受託し，東南アジア諸国のジーンバンクとの共同研究を通して，海外遺伝資源への
アクセス環境の整備に取り組んでいます．また，平成 28 年 4 月から農業生物資源研究所は， 農業・
食品産業技術総合研究機構，農業環境技術研究所，種苗管理センターと統合し，新たに国立研究
開発法人農業・食品産業技術総合研究機構としてスタートしました．農業生物資源ジーンバンク
事業も新法人が実施する課題の一つに位置づけられ，新たな体制で事業を進めることになりまし
た．
　本報告書では平成 27 年度農業生物資源ジーンバンク事業の植物遺伝資源部門における探索・
収集及びその関連研究に加えて，当事業に依らない８件の植物遺伝資源の現地調査情報を収載し
ました．特にムギ類の探索における総説は，幅広い経験に基づいた貴重な情報であると言えます．
今後とも皆様の遺伝資源に関する貴重な情報をお寄せいただければ幸いです．　
　最後に，私達の活動に様々なご指導とご支援をいただきました国内外の方々に心よりお礼申し
上げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年 12 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　国立研究開発法人

農業・食品産業技術総合研究機構
遺伝資源センター長

　　　　　　　　　　　　　　　　　根本   博
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